竹富町の医療
ここでは、竹富町の医療について学習します。医療とは、病気やケガをですことです。
皆さんは、離島に住んでいます。そのことを踏まえて、医師や、診療所や、病院などに関することを考えていきましょう。
１. 医療地図を作ろう
皆さんの竹富町のどこに診療所があるか知っていますか？
下の図を見ながら地図に医師なら赤の○、医介輔（いかいほ）なら青の○をつけ、医療地図を作ろう。

医介補とは、正式な医師ではなくて戦争のときに医療関係者が、今も決められた地区に限って医療行為をしている人のこと。
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	県立大原診療所（大原）
	医師

	県立西表西部診療所（祖納）
	医師

	町立歯科診療所（大原）
	歯科医

	社会福祉法人

南風見苑診療所（上原））
	医師

	県立小浜診療所（小浜島）
	医師

	町立黒島介補診療所（黒島）
	医介補

	県立波照間診療所（波照間島）
	医師

	町立竹富介補診療所（竹富島）
	医介補


2002年4月現在　竹富町概略

２. お医者さんのこと
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やってみよう

医師の仕事を下から選んで○をつけてみよう。

・救急患者の治療　　　・健康診断　　　・普通患者のしんさつ

・健康相談　　・予防接種　　　・学校けんしん　　　

・ねたきりの患者訪問　　・レントゲンをとる　　　・薬をあげる
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やってみよう

本当に上のような仕事をしているのだろうか。近くの病院に行って話を聞いてみよう。また、上にはないような仕事はしていないのだろうか。あったならば書いてみよう。
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考えてみよう

離島で働く医師についてあなたがわかったことや、思ったことを書いてみよう
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３. ヘリコプターのこと
それでは、島々に診療所があって、医師がいれば、どんな病気もなおるのでしょうか。命にかかわる大ケガをしたとき、急いで手術をしなくてはならない病人がはこばれてきたときなど、ひとりの医師で、診療所のせつびで対応することができるでしょうか。

　　

考えてみよう

さて、左の写真はなにをする所でしょうか。

（　　　　　　　　　　　　）
救急の患者が、はっせいしたとき、あるいは、その人の病気を治すのに必要なせつびのある病院へ移る必要があると（緊急に）医師がはんだんしたとき、石垣島より、かんじゃのいる島へ、海上保安庁（かいじょうほあんちょう）のヘリコプターが救急輸送のため、真夜中であろうとむかいます。

下の地図で、自分の島のどこにヘリポートがあるのか知っておこう。

	ヘリポートのある場所

	西表島：住吉

	西表島：大原

	鳩間島

	小浜島：村内

	竹富町：玻座間

	黒島：宮里

	波照間島


★救急かんじゃをゆそうするのヘリコプターが出動するまで★
事故かんじゃ発生

↓

①離島診療所にはんそう

↓

②救急かんじゃであると判断されると搭乗当番病院に医師はけんのれんらく。

市町村役場にれんらく・県消防防災課につうほう。

↓

③医師たちは空港へ。

自衛隊・海上保安長がヘリ等出きん命令。

↓

④ヘリ等への救急患者の受け入れ。出発。

↓

⑤救急車へ患者受け渡し。医師、看護婦もいっしょに乗る。

↓

⑥救急車で病院へ
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やってみよう！
初めて知ったこと、おどろいたこと、疑問に思ったことをまとめて発表しよう。
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